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要約 : 本研究では セミホット型アスファルト混合物の農道での適用性を検討するために プラントでの製
造実験および実道での試験施工を実施し 施工性および供用性について調査を行い 従来工法である加熱ア
スファルト混合物との性能を比較した その結果 セミホット型アスファルト混合物は 適用箇所を交通
以下の軽交通の農道に限定することにより 従来工法と同等の供用性能を持ち 環境負荷軽減およびコスト
縮減に有効であることが確認された
キワド : セミホット型アスファルト混合物 農道 省エネルギ CO,排出量 コスト縮減
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は じ め に
近年 地球環境問題は国際的広がりをみせており +331
年 +,月には地球温暖化防止京都会議 気候変動枠組条約
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時には転圧機械の簡略化小型化による機関燃料消費量の
低減が可能であるため 省エネルギに伴う CO,排出量の







の使用 と 混合時の水の添加 であるため 図 +に示す
様な従来の加熱混合物製造工程に加水を行う作業工程を付
加することが必要となる 実際の製造においては 既存の



































































い 路面性状は 平たん性 わだち掘れ量について測定を
行い 舗装構造においては Falling Weight Deﬂecto-























図 0は FWDで測定したたわみより 等値換算係数1を
算出した結果である セミホット混合物の等値換算係数
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Summary : In this study, an experiment to manufacture semi-hot asphalt mixture in the plant and test
construction on the road were conducted, workability and performance were investigated. In order to
examine the applicability to farm roads, the performance of hot asphalt mixture and semi-hot asphalt
mixture was compared. The result shows that semi-hot asphalt has performance equivalent to hot
asphalt mixture when the application is limited to road  tra$c farm road, and it is e#ective in
environmental burden reduction and cost curtailment.
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